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こちらは東品川３丁目にある東品川公園弓道場です。撮影当日は品川区弓
道連盟の練習にお邪魔しましたが、凛とした雰囲気が漂う弓道場で、高い集
中からくる力強い表情と、静けさの中での美しい身のこなしがとても印象的
でした。
　そんな伝統文化を感じることのできる東品川弓道場は東品川公園内にあ
り、３名の会員が夕方から夜に掛けて受付業務の他、写真のように利用後に
安土の整備をする等、縁の下の力持ちとして活躍しています。

就

業

相

談

仕
事
の
こ
と
や
職
場
の
悩
み
な
ど
、

理
事
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

○
各
日
程
と
も
本
部
・
荏
原
支
部
で
実
施

令
和
5
年
度
夏
期
全
体
会
日
程

　
令
和
５
年
６
月
の
理

事
会
に
お
い
て
、
職
員

の
永
年
勤
続
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。
表
彰
を
受

け
た
の
は
、
荏
原
支
部

主
任
の
北
山
尚
宣（
き
た
や
ま
な
お
の
り
）

氏
で
す
。

　
北
山
主
任
は
平
成
25
年
か
ら
10
年
間
優

秀
な
成
績
で
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も

セ
ン
タ
ー
発
展
の
た
め
に
一
層
尽
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東品川公園弓道場東品川公園弓道場

シルバー

撮影協力：品川区弓道連盟会員の安土整備風景

東品川公園の様子

永
年
勤
続
職
員
表
彰

事
務
局
長
就
任
挨
拶

七
月
七
日
は
七
夕
で
す
が
、七

夕
は
、桃
の
節
句
や
端
午
の
節
句

と
同
じ
五
節
句
の
ひ
と
つ
で
す
。五

節
句
に
は
そ
れ
ぞ
れ
行
事
食
と
い

う
も
の
が
あ
り
、ひ
な
祭
り
に
は
あ

ら
れ
、子
ど
も
の
日
に
は
柏
餅
や
ち

ま
き
な
ど
が
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、七
夕
の
節
句
の
行
事
食
は
何

だ
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
実
は「
そ
う
め
ん
」な
ん
で
す
。

　
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
と
い
う

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、「
索
餅

（
さ
く
べ
い
）」と
い
う
小
麦
粉
の
お

菓
子
を
七
月
七
日
に
食
べ
る
と
無

病
息
災
で
過
ご
せ
る
と
い
う
、中
国

の
伝
説
が
そ
の
由
来
だ
そ
う
で
す
。

索
餅
は
や
が
て
作
り
方
や
形
を
変

え
て「
そ
う
め
ん
」へ
と
変
化
し
ま

し
た
。

　
七
夕
に
そ
う
め
ん
を
食
べ
る
風

習
は
、な
ん
と
平
安
時
代
か
ら
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、全
国
乾

麺
協
同
組
合
連
合
会
は
、昭
和
五

十
七
年
に「
七
月
七
日
は
そ
う
め
ん

の
日
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　
私
は
そ
う
め
ん
好
き
な
の
で
、七

夕
の
行
事
食
が
そ
う
め
ん
で
、七

夕
が「
そ
う
め
ん
の
日
」だ
な
ん
て
、

と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。

（
担
当
理
事
　
渡
邉
み
い
子
）

中
延
地
区
　
　
7
月
17
日
（
月
） 

　
荏
原
第
四
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
集
会
室

八
潮
地
区
　
　
7
月
23
日
（
日
）

　
八
潮
地
域
セ
ン
タ
ー
レ
ク
ホ
ー
ル

荏
原
地
区
　
　
7
月
29
日
（
土
） 

　
荏
原
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
集
会
室

品
川
北
地
区
　
7
月
30
日
（
日
） 

品
川
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
集
会
室

大
崎
地
区
　
　
7
月
30
日
（
日
） 

　
大
崎
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
集
会
室

大
井
西
地
区
　
7
月
30
日
（
日
） 

 

大
井
第
三
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
集
会
室

大
井
東
地
区
　
8
月
5
日
（
土
） 

東
大
井
区
民
集
会
所
第
５
集
会
室

品
川
南
地
区
　
8
月
6
日
（
日
） 

中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

戸
越
地
区
　
　
8
月
23
日
（
水
） 

　
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

大
井
地
区
　
　
8
月
27
日
（
日
） 

　
大
井
第
二
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
集
会
室

令
和
5
年
度
第
１
回
共
助
会
評
議
員
会
を

開
催

　
　5
月
25
日（
木
）

令
和
4
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告

（
左
表
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

承
認

　１
泊
旅
行
に
つ
い
て

令
和
4
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
懸
念
か
ら
実
施
せ
ず
。

令
和
5
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

承
認

科　　目
会費
補助金
寄付金他
収入合計

収入の部 （円）

（円）支出の部

1,053,000
0
16

1,053,016

決算額

　科　　目
管理費
事業費
支出合計
当期収支差額

40,650
1,397,267
1,437,917
△384,901

前期繰越金
次期繰越金

2,513,497
2,128,596

決算額

令和4年度共助会決算報告令和4年度共助会決算報告
共
助
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

会員の安土整備風景 撮影協力：品川区弓道連盟

　
令
和
５
年
４
月
１
日

付
で
、
新
た
に
事
務
局

長
に
就
任
し
ま
し
た
、

古
巻
祐
介
（
ふ
る
ま
き

ゆ
う
す
け
）
と
申
し
ま

す
。

　
就
業
に
よ
る
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
、
健
康
維
持
、
社
会
貢
献
な
ど
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
果
た
す
べ
き
役
割

は
と
て
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
支
え
る
事
務
局
の

長
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
の
ま
す
ま
す
の
発

展
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
安
井
裕

彦
前
事
務
局
長
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
本
年
度
の
１
泊
旅
行
●

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移

行
し
、
感
染
状
況
も
落
ち
着
き
を
見
せ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
４
年
ぶ
り
に
実
施
を
前

向
き
に
検
討
し
て
い
ま
す
が
①
旅
行
需
要

の
急
拡
大
や
諸
物
価
高
騰
に
よ
る
旅
費
の

高
騰
②
宿
泊
先
の
確
保
状
況
③
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
今
後
の
状
況
等
を
踏
ま

え
て
９
月
末
に
実
施
可
否
の
最
終
判
断
を

し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　※
実
施
可
能
な
場
合
、
行
先
は
未
定
で

す
が
11
月
12
日
（
日
）〜
13
日
（
月
）
で
募

集
人
員
は
82
名
の
予
定
で
す
。

会員総数
令和5年6月1日現在

1,178名
男

1,025名
女

2,203名

あ
と
が
き

7
月
13
日（
木
）
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

8
月
10
日（
木
）
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

　

9
月
14
日（
木
）
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

担
当
理
事
に
つ
い
て
は
、

7
月
1
日
以
降
に
本
部
・
荏
原
支
部

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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公
益
社
団
法
人
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

令
和
５
年
６
月
16
日（
金
）ス
ク
エ

ア
荏
原
で
令
和
５
年
度
の
定
時
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

　
こ
ん
に
ち
は
。
副
区
長
の
桑
村
で

す
。
本
来
で
す
と
森
澤
区
長
が
参
り

ま
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
特
別
区
長
会
と
重
な
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
、
私
が
代
理
出
席

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
関
係
者
の
皆
様
が
一
同

に
会
し
、
ま
た
こ
う
し
て
総
会
が
開

催
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
お
歓
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
、
昭
和
52
年
の
設
立
か
ら

今
日
ま
で
約
46
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
就

業
機
会
の
提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
促
進
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
社

会
の
活
性
化
と
福
祉
の
向
上
に
大

き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　「
人
生
１
０
０
年
時
代
」の
到
来

を
迎
え
、
男
女
と
も
年
齢
に
か
か
わ

ら
ず
新
し
い
知
識
も
学
び
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
の
人
生
経
験
を
活
か
し

て
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

も
う
一
段
と
活
躍
し
て
い
く
新
し

い
人
生
設
計
も
必
要
に
な
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
高
齢
で
も
働
く
意
志
と

能
力
の
あ
る
方
々
に
活
躍
し
て
も

ら
え
る
社
会
、
す
な
わ
ち「
生
涯
現

役
時
代
」に
向
け
て
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
果
た
す
役
割
は
今

後
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、
ご
健
康
に
留
意
し

つ
つ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

通
じ
て
引
き
続
き
幅
広
く
ご
活
躍

い
た
だ
き
、
生
き
が
い
と
喜
び
を

も
っ
て
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢

献
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
品
川
区
と
し
ま
し
て

も
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

様
々
な
地
域
活
動
に
対
し
、
十
分
な

支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
一
層
の
ご
繁
栄
と
、
会
員
の

皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
・
ご
健
勝
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
か
ら
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
会
長
の
岩

澤
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
日
ご
出
席
の
皆
様
と
総
会
、
開

催
に
必
要
な
会
員
の
皆
様
の
委
任

状
提
出
に
よ
り
限
ら
れ
た
時
間
内

で
は
あ
り
ま
す
が
こ
の
よ
う
に
総

会
が
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
、
誠
に

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
人
類

を
恐
怖
に
陥
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
も

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
5
類
に

移
行
し
て
収
束
に
近
づ
い
て
参
り

ま
し
た
。
し
か
し
ま
だ
ま
だ
安
心
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
飲
食
業
で
は

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
が
と
れ
ま
し
た
。

観
光
業
は
大
幅
に
戻
り
つ
つ
あ
り

経
済
も
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
物

価
の
高
騰
は
と
ど
ま
る
こ
と
を
知

り
ま
せ
ん
。
又
地
球
上
の
気
候
変
動

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
人
類
を
あ
ざ
笑

う
か
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

で
災
害
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
大
規
模
な
洪
水
、
山
火
事
、
地
殻

変
動
、
熱
波
に
よ
り
、
氷
河
が
溶
け

出
し
て
流
れ
出
す
、
反
対
に
大
河
が

枯
れ
て
し
ま
い
一
帯
が
砂
漠
化
し

て
し
ま
い
農
業
、
牧
畜
が
不
能
に
な

る
。
あ
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ

ん
。
話
を
身
の
回
り
に
戻
し
ま
す
と

少
子
高
齢
化
の
問
題
は
歯
止
め
が

か
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
国
会
は
暗
中

模
索
で
堂
々
巡
り
を
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
。
そ
ん
な
な
か
私
達

高
齢
者
の
存
在
価
値
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
か
。
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
求
め
ら

れ
て
い
る
仕
事
は
沢
山
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
会
員
の
皆
様

の
意
識
改
革
で
あ
り
ま
す
。
65
年
間

の
上
り
詰
め
た
定
年
退
職
に
よ
っ

て
自
分
の
肩
書
き
が
外
さ
れ
て
、
た

だ
の
人
に
な
っ
た
今
、
さ
て
自
分
に

何
が
出
来
る
の
か
、
熟
年
の
若
さ
が

ま
だ
ま
だ
充
分
の
こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
が
新
し
い
第
2
の
人
生

な
の
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
で
働
き

方
改
革
を
起
こ
し
て
下
さ
い
。

　
皆
様
の
こ
れ
か
ら
に
期
待
致
し

ま
し
て
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

東
大
井
支
所
菅
井
次
長
よ
り
報
告

　
総
会
出
席
者
85
名
、
委
任
状
１
４

９
９
名
、
計
１
５
８
４
名
の
参
加
で

本
総
会
は
有
効
に
成
立
。

戸
川
監
事
よ
り
報
告

　
令
和
５
年
４
月
24
日
、
栁
下
監
事

と
共
に
会
計
及
び
業
務
の
監
査
を
実

施
し
た
。
令
和
４
年
度
の
決
算
書
類

等
に
つ
い
て
は
法
令
、
定
款
の
違
反

は
な
く
、
ま
た
会
計
基
準
等
に
よ
り

適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。

第
１
号
議
案

　令
和
４
年
度
決
算
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
古
巻
事
務
局
長

　
令
和
４
年
度
事
業
報
告
と
一
括
し

て
説
明
。

会
員
数
　   

２
１
５
０
名
　
76
人
減

契
約
件
数
　

１
３
７
０
０
件
　
３
９
９
件
減

（
派
遣
含
む
）

契
約
金
額
　

11
憶
９
４
５
２
万
５
４
６
７
円

４
７
８
３
万
５
８
８
８
円
増

（
派
遣
含
む
）

　
令
和
元
年
度
か
ら
続
い
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
一
定
の
落

ち
着
き
を
見
せ
、
以
前
の
生
活
に
戻

り
つ
つ
あ
る
が
、
物
価
上
昇
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
の
高
騰
等
、
依
然
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
令
和
４
年

度
は
、
各
事
業
を
積
極
的
に
進
め
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
実
績
に
は
及

ば
な
か
っ
た
。

　
地
区
委
員
の
活
動
は
、
夏
期
全
体

会
・
新
年
全
体
会
は
中
止
と
な
っ
た

が
、
地
区
委
員
会
、
地
区
委
員
長
連

絡
会
を
定
期
的
に
実
施
し
、
情
報
共

有
等
に
努
め
た
。

令
和
４
年
度
決
算

経
常
収
益
計
　

13
億
４
６
６
万
１
１
４
６
円

受
託
事
業
収
益
・
労
働
者
派
遣
事

業
等
受
託
収
益
・
受
取
会
費
・
受

取
補
助
金
　
等

経
常
費
用
計
　

12
憶
６
１
７
５
万
９
５
５
９
円

　
事
業
費
・
管
理
費
　
等

当
期
経
常
増
減
額
　

４
２
９
０
万
１
５
８
７
円

こ
こ
か
ら
当
期
経
常
外
増
減
額
、
法

人
税
等
を
増
減
し
て

当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額
　

４
１
８
４
万
３
９
３
９
円

（
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
）

第
２
号
議
案

　理
事
・
監
事
選
任
の
件

　
　
　
　
　
　
　
　
古
巻
事
務
局
長

　
任
期
満
了
に
よ
り
、
理
事
・
監
事

全
員
の
選
任
を
提
案
。理
事
11
名（
再

任
７
名
、
新
任
４
名
）、
監
事
２
名

（
再
任
・
新
任
各
１
名
）が
そ
れ
ぞ
れ

順
次
承
認
さ
れ
た
。

（
5
面
に
新
任
理
事
・
監
事
の
顔
ぶ

れ
を
掲
載
し
ま
し
た
。）

　
　
　
　
　
　
　
　
古
巻
事
務
局
長

　
令
和
５
年
度
の
基
本
方
針
、年
間

事
業
目
標
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し

た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、既
に
シ
ル

バ
ー
し
な
が
わ
令
和
５
年
４
月
１
日

号
で
報
告
済
み
。

令
和
５
年
度
収
支
予
算

経
常
収
益

13
億
９
３
４
万
６
千
円

受
託
事
業
収
益
・
労
働
者
派
遣
事

業
等
受
託
収
益
・
受
取
会
費
・
受

取
補
助
金
　
等

経
常
費
用  

13
億
１
０
５
３
万
１
千
円

　
事
業
費
・
管
理
費
　
等

　
差
し
引
き
１
１
８
万
５
千
円
の
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
健
全
財
政
を
維
持
す
る
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
古
巻
事
務
局
長

退
任
さ
れ
る
４
名
の
役
員
を
紹
介
。

　
退
任
役
員
の
う
ち
、
安
井
裕
彦
常

務
理
事
、
田
上
祐
一
理
事
、
栁
下
恭

治
監
事
の
３
名
に
つ
い
て
、
参
与
へ

の
委
嘱
が
決
定
し
た
こ
と
を
報
告
。

　
ま
た
、
理
事
会
に
お
い
て
名
誉
会

長
に
森
澤
区
長
を
選
任
し
た
こ
と
を

報
告
。

和
泉
副
会
長

　
本
日
は
、
お
忙
し
い
中
多
数
の
ご

出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
４
年
ぶ
り

の
通
常
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様

方
の
ご
協
力
に
よ
り
滞
り
な
く
議
案

の
決
定
・
報
告
事
項
の
承
認
を
い
た

だ
き
、
理
事
を
代
表
い
た
し
ま
し
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
日
表
彰
さ
れ
ま
し
た
会
員
の
皆

様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

を
契
機
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
、
セ
ン
タ
ー
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
新
し
く
選
任
さ
れ
た
役
員
・

事
務
局
が
一
体
と
な
り
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
を
は
じ
め
、
会
員
数
の
増
加
、

就
業
機
会
の
さ
ら
な
る
拡
大
等
様
々

な
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
に

て
、
令
和
５
年
度
の
定
時
総
会
を
終

了
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

桑村副区長

桑
村
副
区
長
あ
い
さ
つ

岩
澤
会
長
あ
い
さ
つ

岩澤会長

令
和
５
年
度

定
時
総
会

令
和
５
年
度

定
時
総
会

資
格
審
査
報
告

監
査
報
告

報
告
事
項

令
和
５
年
度
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
書

報
告
事
項

退
任
役
員
の
紹
介
及
び

参
与
の
委
嘱
に
つ
い
て

閉
会
の
こ
と
ば



（3） （2）第150号 第150号令和5年7月1日発行 令和5年7月1日発行

公
益
社
団
法
人
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

令
和
５
年
６
月
16
日（
金
）ス
ク
エ

ア
荏
原
で
令
和
５
年
度
の
定
時
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

　
こ
ん
に
ち
は
。
副
区
長
の
桑
村
で

す
。
本
来
で
す
と
森
澤
区
長
が
参
り

ま
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
特
別
区
長
会
と
重
な
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
、
私
が
代
理
出
席

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
関
係
者
の
皆
様
が
一
同

に
会
し
、
ま
た
こ
う
し
て
総
会
が
開

催
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
お
歓
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
、
昭
和
52
年
の
設
立
か
ら

今
日
ま
で
約
46
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
就

業
機
会
の
提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
促
進
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
社

会
の
活
性
化
と
福
祉
の
向
上
に
大

き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　「
人
生
１
０
０
年
時
代
」の
到
来

を
迎
え
、
男
女
と
も
年
齢
に
か
か
わ

ら
ず
新
し
い
知
識
も
学
び
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
の
人
生
経
験
を
活
か
し

て
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

も
う
一
段
と
活
躍
し
て
い
く
新
し

い
人
生
設
計
も
必
要
に
な
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
高
齢
で
も
働
く
意
志
と

能
力
の
あ
る
方
々
に
活
躍
し
て
も

ら
え
る
社
会
、
す
な
わ
ち「
生
涯
現

役
時
代
」に
向
け
て
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
果
た
す
役
割
は
今

後
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、
ご
健
康
に
留
意
し

つ
つ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

通
じ
て
引
き
続
き
幅
広
く
ご
活
躍

い
た
だ
き
、
生
き
が
い
と
喜
び
を

も
っ
て
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢

献
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
品
川
区
と
し
ま
し
て

も
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

様
々
な
地
域
活
動
に
対
し
、
十
分
な

支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
一
層
の
ご
繁
栄
と
、
会
員
の

皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
・
ご
健
勝
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
か
ら
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
会
長
の
岩

澤
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
日
ご
出
席
の
皆
様
と
総
会
、
開

催
に
必
要
な
会
員
の
皆
様
の
委
任

状
提
出
に
よ
り
限
ら
れ
た
時
間
内

で
は
あ
り
ま
す
が
こ
の
よ
う
に
総

会
が
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
、
誠
に

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
人
類

を
恐
怖
に
陥
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
も

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
5
類
に

移
行
し
て
収
束
に
近
づ
い
て
参
り

ま
し
た
。
し
か
し
ま
だ
ま
だ
安
心
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
飲
食
業
で
は

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
が
と
れ
ま
し
た
。

観
光
業
は
大
幅
に
戻
り
つ
つ
あ
り

経
済
も
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
物

価
の
高
騰
は
と
ど
ま
る
こ
と
を
知

り
ま
せ
ん
。
又
地
球
上
の
気
候
変
動

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
人
類
を
あ
ざ
笑

う
か
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

で
災
害
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
大
規
模
な
洪
水
、
山
火
事
、
地
殻

変
動
、
熱
波
に
よ
り
、
氷
河
が
溶
け

出
し
て
流
れ
出
す
、
反
対
に
大
河
が

枯
れ
て
し
ま
い
一
帯
が
砂
漠
化
し

て
し
ま
い
農
業
、
牧
畜
が
不
能
に
な

る
。
あ
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ

ん
。
話
を
身
の
回
り
に
戻
し
ま
す
と

少
子
高
齢
化
の
問
題
は
歯
止
め
が

か
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
国
会
は
暗
中

模
索
で
堂
々
巡
り
を
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
。
そ
ん
な
な
か
私
達

高
齢
者
の
存
在
価
値
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
か
。
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
求
め
ら

れ
て
い
る
仕
事
は
沢
山
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
会
員
の
皆
様

の
意
識
改
革
で
あ
り
ま
す
。
65
年
間

の
上
り
詰
め
た
定
年
退
職
に
よ
っ

て
自
分
の
肩
書
き
が
外
さ
れ
て
、
た

だ
の
人
に
な
っ
た
今
、
さ
て
自
分
に

何
が
出
来
る
の
か
、
熟
年
の
若
さ
が

ま
だ
ま
だ
充
分
の
こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
が
新
し
い
第
2
の
人
生

な
の
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
で
働
き

方
改
革
を
起
こ
し
て
下
さ
い
。

　
皆
様
の
こ
れ
か
ら
に
期
待
致
し

ま
し
て
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

東
大
井
支
所
菅
井
次
長
よ
り
報
告

　
総
会
出
席
者
85
名
、
委
任
状
１
４

９
９
名
、
計
１
５
８
４
名
の
参
加
で

本
総
会
は
有
効
に
成
立
。

戸
川
監
事
よ
り
報
告

　
令
和
５
年
４
月
24
日
、
栁
下
監
事

と
共
に
会
計
及
び
業
務
の
監
査
を
実

施
し
た
。
令
和
４
年
度
の
決
算
書
類

等
に
つ
い
て
は
法
令
、
定
款
の
違
反

は
な
く
、
ま
た
会
計
基
準
等
に
よ
り

適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。

第
１
号
議
案

　令
和
４
年
度
決
算
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
古
巻
事
務
局
長

　
令
和
４
年
度
事
業
報
告
と
一
括
し

て
説
明
。

会
員
数
　   

２
１
５
０
名
　
76
人
減

契
約
件
数
　

１
３
７
０
０
件
　
３
９
９
件
減

（
派
遣
含
む
）

契
約
金
額
　

11
憶
９
４
５
２
万
５
４
６
７
円

４
７
８
３
万
５
８
８
８
円
増

（
派
遣
含
む
）

　
令
和
元
年
度
か
ら
続
い
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
一
定
の
落

ち
着
き
を
見
せ
、
以
前
の
生
活
に
戻

り
つ
つ
あ
る
が
、
物
価
上
昇
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
の
高
騰
等
、
依
然
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
令
和
４
年

度
は
、
各
事
業
を
積
極
的
に
進
め
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
実
績
に
は
及

ば
な
か
っ
た
。

　
地
区
委
員
の
活
動
は
、
夏
期
全
体

会
・
新
年
全
体
会
は
中
止
と
な
っ
た

が
、
地
区
委
員
会
、
地
区
委
員
長
連

絡
会
を
定
期
的
に
実
施
し
、
情
報
共

有
等
に
努
め
た
。

令
和
４
年
度
決
算

経
常
収
益
計
　

13
億
４
６
６
万
１
１
４
６
円

受
託
事
業
収
益
・
労
働
者
派
遣
事

業
等
受
託
収
益
・
受
取
会
費
・
受

取
補
助
金
　
等

経
常
費
用
計
　

12
憶
６
１
７
５
万
９
５
５
９
円

　
事
業
費
・
管
理
費
　
等

当
期
経
常
増
減
額
　

４
２
９
０
万
１
５
８
７
円

こ
こ
か
ら
当
期
経
常
外
増
減
額
、
法

人
税
等
を
増
減
し
て

当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額
　

４
１
８
４
万
３
９
３
９
円

（
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
）

第
２
号
議
案

　理
事
・
監
事
選
任
の
件

　
　
　
　
　
　
　
　
古
巻
事
務
局
長

　
任
期
満
了
に
よ
り
、
理
事
・
監
事

全
員
の
選
任
を
提
案
。理
事
11
名（
再

任
７
名
、
新
任
４
名
）、
監
事
２
名

（
再
任
・
新
任
各
１
名
）が
そ
れ
ぞ
れ

順
次
承
認
さ
れ
た
。

（
5
面
に
新
任
理
事
・
監
事
の
顔
ぶ

れ
を
掲
載
し
ま
し
た
。）

　
　
　
　
　
　
　
　
古
巻
事
務
局
長

　
令
和
５
年
度
の
基
本
方
針
、年
間

事
業
目
標
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し

た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、既
に
シ
ル

バ
ー
し
な
が
わ
令
和
５
年
４
月
１
日

号
で
報
告
済
み
。

令
和
５
年
度
収
支
予
算

経
常
収
益

13
億
９
３
４
万
６
千
円

受
託
事
業
収
益
・
労
働
者
派
遣
事

業
等
受
託
収
益
・
受
取
会
費
・
受

取
補
助
金
　
等

経
常
費
用  

13
億
１
０
５
３
万
１
千
円

　
事
業
費
・
管
理
費
　
等

　
差
し
引
き
１
１
８
万
５
千
円
の
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
健
全
財
政
を
維
持
す
る
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
古
巻
事
務
局
長

退
任
さ
れ
る
４
名
の
役
員
を
紹
介
。

　
退
任
役
員
の
う
ち
、
安
井
裕
彦
常

務
理
事
、
田
上
祐
一
理
事
、
栁
下
恭

治
監
事
の
３
名
に
つ
い
て
、
参
与
へ

の
委
嘱
が
決
定
し
た
こ
と
を
報
告
。

　
ま
た
、
理
事
会
に
お
い
て
名
誉
会

長
に
森
澤
区
長
を
選
任
し
た
こ
と
を

報
告
。

和
泉
副
会
長

　
本
日
は
、
お
忙
し
い
中
多
数
の
ご

出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
４
年
ぶ
り

の
通
常
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様

方
の
ご
協
力
に
よ
り
滞
り
な
く
議
案

の
決
定
・
報
告
事
項
の
承
認
を
い
た

だ
き
、
理
事
を
代
表
い
た
し
ま
し
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
日
表
彰
さ
れ
ま
し
た
会
員
の
皆

様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

を
契
機
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
、
セ
ン
タ
ー
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
新
し
く
選
任
さ
れ
た
役
員
・

事
務
局
が
一
体
と
な
り
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
を
は
じ
め
、
会
員
数
の
増
加
、

就
業
機
会
の
さ
ら
な
る
拡
大
等
様
々

な
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
に

て
、
令
和
５
年
度
の
定
時
総
会
を
終

了
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

桑村副区長

桑
村
副
区
長
あ
い
さ
つ

岩
澤
会
長
あ
い
さ
つ

岩澤会長

令
和
５
年
度

定
時
総
会

令
和
５
年
度

定
時
総
会

資
格
審
査
報
告

監
査
報
告

報
告
事
項

令
和
５
年
度
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
書

報
告
事
項

退
任
役
員
の
紹
介
及
び

参
与
の
委
嘱
に
つ
い
て

閉
会
の
こ
と
ば
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会員特別表彰

会員一般表彰

令
和
５
年
度
会
員
表
彰

会員一般表彰

入会勧奨功労団体表彰

髙
橋
　
政
雄

鈴
木
　
義
雄

清
野
　
征
雄

村
山
　
義
次

野
澤
ふ
み
子

堀
内
　
優
興

楠
間
　
タ
ケ

廣
川
　
清
治

目
﨑
　
哲
男

上
野
　
正
治

町
野
　
信
幸

青
柳
　
武
夫

八
潮
地
区

梅
津
　
公
三

川
畑
テ
ル
子

大
井
地
区

加
治
　
義
彦

海
老
原
昭
吾

岡
田
　
幸
男

酒
井
　
秀
実

植
杉
忠
三
郎

大
井
西
地
区

辻
田
サ
チ
子

室
井
　
弘
子

岩
永
　
泰
次

黒
沢
　
壯
司

荏
原
地
区

山
田
　
信
子

小
副
川
保
芳

中
村
　
佳
禧

瀬
下
百
合
子

岩
澤
と
し
子

御
法
川
智
子

宮
國
　
泰
則

佐
布
美
枝
子

小
林
　
正
文

飯
田
　
憲
三

北
山
　
勝
信

藤
﨑
恵
美
子

萩
原
　
秋
次

上
村
　
順
子

中
延
地
区

安
部
　
擧
史

三
宅
　
　
弘

田
村
　
紘
子

望
月
　
忠
夫

吉
野
　
純
男

菊
池
　
泰
東

赤
岩
　
節
雄

山
本
　
睆
治

山
田
　
博
志

竹
内
　
玲
子

戸
越
地
区

小
瀧
　
勝
男

山
﨑
　
利
秋

佐
山
　
昭
子

新
村
　
哲
美

込
山
　
鈴
子

吉
井
　
壽
一

出
口
　
康
裕

関
矢
　
道
男

山
岸
　
克
己

波
多
江
と
し
子

戸
口
　
玲
子

橋
本
　
清
和

成
田
　
静
子

天
久
　
　
宏

特
別
地
区

中
田
　
久
子

品
川
北
地
区

足
立
　
　
尚

戸
松
　
重
夫

和
泉
　
秀
雄

品
川
南
地
区

川
西
　
弘
泰

佐
藤
紀
代
子

小
野
紀
美
子

大
井
東
地
区

出
雲
　
紀
芳

八
潮
地
区

堂
園
　
壽
雄

伊
藤
フ
ク
ヨ

荏
原
地
区

鏑
木
　
　
弘

桑
原
ヨ
シ
子

阿
部
　
芳
子

斎
藤
　
　
清

泉
　
隆
一
郎

中
延
地
区

遠
藤
　
洋
子

一
式
　
　
武

戸
越
地
区

溝
渕
　
雅
夫

渡
辺
　
　
豪

神
宮
　
愛
子

品
川
北
地
区

小
坂
　
嘉
信

鈴
木
　
秀
雄

矢
島
　
　
博

小
泉
　
武
男

髙
橋
　
和
芳

山
口
　
　
功

横
山
　
　
豊

大
場
勝
太
郎

巳
之
口
惠
子

岡
田
　
一
雄

高
橋
　
正
弘

田
中
　
幸
子

金
　
　
明
淑

斉
藤
サ
ツ
子

中
澤
　
と
み

太
田
　
澄
子

津
曲
　
純
子

河
野
　
愛
子

杉
浦
き
み
子

野
口
ミ
ヅ
子

品
川
南
地
区

近
藤
　
次
廣

工
藤
　
清
人

中
川
　
幸
夫

飯
塚
　
享
雄

上
田
　
久
仁

永
岡
　
夏
代

深
瀨
　
忠
次

杉
浦
登
美
子

鈴
木
　
光
江

橿
村
　
初
代

大
崎
地
区

清
水
　
一
良

有
賀
　
健
二

鷲
野
　
時
雄

菅
野
　
秀
子

松
永
　
京
子

小
林
　
好
子

遠
山
　
　
誠

大
森
　
久
子

大
井
東
地
区

渡
辺
　
英
昭

会
員
特
別
表
彰

役
員
表
彰

地
区
委
員
長
表
彰

品
川
北
地
区

5
名
　

品
川
南
地
区

9
名

荏
原
地
区

6
名

中
延
地
区

5
名

戸
越
地
区

8
名

祢

新
名
誉
会
長
が

決
ま
り
ま
し
た

新
し
い
三
役
お
よ
び

理
事
・
監
事
が
決
ま
り
ま
し
た

　
任
期
は
、
三
役
お
よ
び
理
事
が
令

和
５
年
６
月
16
日
か
ら
令
和
７
年
の

定
時
総
会
ま
で
、
監
事
が
令
和
５
年

６
月
16
日
か
ら
令
和
９
年
の
定
時
総

会
ま
で
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
５
月
の
理
事
会
に

お
い
て
、
昨
年
12
月
、
新
た
に

品
川
区
長
に
就
任
さ
れ
た
、
森

澤
恭
子
氏
を
品
川
区
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
名
誉
会
長
に
選

任
し
ま
し
た
。

　
森
澤
区
長
の
掲
げ
る
、「
誰

も
が
生
き
が
い
を
感
じ
、
自
分

ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
品

川
」
は
、
高
齢
者
が
働
く
こ
と

で
生
き
が
い
を
得
て
、
地
域
社

会
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
と
い

う
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

活
動
と
も
通
じ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
新
し
い
名
誉
会
長
と

と
も
に
、
積
極
的
な
活
動
を
通

じ
て
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
、
地
域
社
会
の
活
性
化
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

写真後列左から　監事  戸川五郎・監事  朝岡忠雄・理事  野口サチ子・理事  渡邉みい子
　　　　　　　　理事  春日文雄・理事  渡辺豪・理事  阿部昭男

写真前列左から　理事  岩澤政善・理事  和泉秀雄・副会長  田山隆始・会長  中井武美
　　　　　　　　常務理事  古巻祐介・理事  川島淳成

会
員
一
般
表
彰

入
会
勧
奨

功
労
団
体
表
彰

役員・地区委員長表彰

常
務
理
事

安
井
　
裕
彦

理
事田

上
　
祐
一

監
事栁

下
　
恭
治

品
川
北
地
区

中
川
　
順
吉

荏
原
地
区

友
常
　
和
也
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雄
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幸
子

金
　
　
明
淑

斉
藤
サ
ツ
子

中
澤
　
と
み

太
田
　
澄
子

津
曲
　
純
子

河
野
　
愛
子

杉
浦
き
み
子

野
口
ミ
ヅ
子

品
川
南
地
区

近
藤
　
次
廣

工
藤
　
清
人

中
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幸
夫

飯
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享
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田
　
久
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有
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雄
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野
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松
永
　
京
子

小
林
　
好
子

遠
山
　
　
誠

大
森
　
久
子
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井
東
地
区
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英
昭
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特
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役
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表
彰
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区
委
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長
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彰
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地
区
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名
　

品
川
南
地
区

9
名

荏
原
地
区

6
名

中
延
地
区

5
名

戸
越
地
区

8
名

祢

新
名
誉
会
長
が

決
ま
り
ま
し
た

新
し
い
三
役
お
よ
び

理
事
・
監
事
が
決
ま
り
ま
し
た

　
任
期
は
、
三
役
お
よ
び
理
事
が
令

和
５
年
６
月
16
日
か
ら
令
和
７
年
の

定
時
総
会
ま
で
、
監
事
が
令
和
５
年

６
月
16
日
か
ら
令
和
９
年
の
定
時
総

会
ま
で
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
５
月
の
理
事
会
に

お
い
て
、
昨
年
12
月
、
新
た
に

品
川
区
長
に
就
任
さ
れ
た
、
森

澤
恭
子
氏
を
品
川
区
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
名
誉
会
長
に
選

任
し
ま
し
た
。

　
森
澤
区
長
の
掲
げ
る
、「
誰

も
が
生
き
が
い
を
感
じ
、
自
分

ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
品

川
」
は
、
高
齢
者
が
働
く
こ
と

で
生
き
が
い
を
得
て
、
地
域
社

会
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
と
い

う
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

活
動
と
も
通
じ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
新
し
い
名
誉
会
長
と

と
も
に
、
積
極
的
な
活
動
を
通

じ
て
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
、
地
域
社
会
の
活
性
化
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

写真後列左から　監事  戸川五郎・監事  朝岡忠雄・理事  野口サチ子・理事  渡邉みい子
　　　　　　　　理事  春日文雄・理事  渡辺豪・理事  阿部昭男

写真前列左から　理事  岩澤政善・理事  和泉秀雄・副会長  田山隆始・会長  中井武美
　　　　　　　　常務理事  古巻祐介・理事  川島淳成
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夏
バ
テ
防
止
に
な
す
そ
う
め
ん

郷
土
料
理（
香
川
県
）

７
月
は
令
和
5
年
度
初
め
て
の
安
全
就
業
強
化
月
間
で
す
。

危
険
予
知
を
行
な
い
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

夏
場
は
熱
中
症
に
十
分
注
意
し
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
等
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

７
月
は
今
年
度
初
め
て
の
安
全
就
業

強
化
月
間
で
す
。
特
に
夏
場
の
時
期
は

熱
中
症
に
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。
昨

年
度
、
品
川
区
で
も
入
院
を
伴
う
熱
中

症
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
マ
ス
ク

の
着
用
も
自
己
判
断
に
は
な
っ
て
い
ま

す
が
、ま
だ
ま
だ
着
用
し
て
い
る
方
は

大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、余
計
に

注
意
が
必
要
で
す
。
屋
内
で
も
就
業
の

往
復
途
上
で
も
、の
ど
の
渇
き
を
感
じ

な
く
て
も
、こ
ま
め
に
水
分
・
塩
分
・
経

口
補
水
液
な
ど
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
屋
外
で
作
業
さ
れ
る
方
は
、
出
来

る
だ
け
風
通
し
の
良
い
日
陰
な
ど
で
、

こ
ま
め
な
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
人
込
み
で
な
け
れ
ば
マ
ス
ク

を
外
す
事
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　
屋
内
・
屋
外
を
問
わ
ず
マ
ス
ク
の
取

り
外
し
が
困
難
な
場
合
は
、
手
に
水
道

水
等
で
少
し
長
め
に
か
け
流
す
よ
う
に

す
る
と
、
手
か
ら
熱
が
放
出
さ
れ
ま
す
。

熱
中
症
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
覚
え

て
お
い
て
下
さ
い
。

【
熱
中
症
の
症
状
】

め
ま
い
・
立
ち
く
ら
み
・
手
足
の
し
び

れ
・
こ
む
ら
返
り
・
気
分
が
悪
い
・
頭
痛
・

吐
き
気
・
嘔
吐
・
倦
怠
感
・
虚
脱
感
・

い
つ
も
と
様
子
が
違
う

【
熱
中
症
が
疑
わ
れ
た
ら
】

（
涼
し
い
場
所
へ
）
風
通
し
の
良
い
日
陰

な
ど
涼
し
い
場
所
へ

（
か
ら
だ
を
冷
や
す
）
衣
類
を
ゆ
る
め
、

か
ら
だ
を
冷
や
す
「
首
回
り
、
脇
の
下
、

足
の
付
け
根
な
ど
」

【
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
・
意
識
が
な

い
場
合
は
す
ぐ
に
救
急
車
を
】

特
に
一
人
現
場
で
は
、
こ
う
な
る
前
の

段
階
で
絶
対
に
無
理
を
し
な
い
で
下
さ

い
。昨

年
度
の
傷
害
事
故
件
数
は
、18
件

で
、そ
の
内
７
件
は
転
倒
に
よ
る
事
故
で

し
た
。
暑
い
と
足
元
へ
の
注
意
も
緩
み

が
ち
に
な
り
ま
す
。
危
険
予
知（
Ｋ
Ｙ
運

動
）を
実
行
し
、つ
ま
先
立
ち
体
操
を
継

続
し
て
、転
倒
し
な
い
体
づ
く
り
を
し

「
事
故
ゼ
ロ
」を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
自
転
車
を
利
用
す
る
方
は
、

必
ず
自
転
車
賠
償
責
任
保
険
に
加
入

し
、
運
転
す
る
時
は
、
十
分
に
周
囲
に

注
意
を
し
て
下
さ
い
。
ほ
ん
の
一
瞬
で

事
故
は
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

年
に
一
回
は
健
康
診
断
を
受
診
し
、
健

康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
品
川
区
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
40
歳
〜
74
歳
の
方
は
、
年
に
一
回

無
料
で
「
国
保
基
本
健
診
」
を
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
期
間
は
令
和
6

年
1
月
末
日
ま
で
で
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
の

方
（
75
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
障
害
の

認
定
を
受
け
た
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

方
）
は
「
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
」
を
年

一
回
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
ち
ら

の
検
診
も
令
和
6
年
1
月
末
日
ま
で
で

す
。
ど
ち
ら
の
受
診
券
も
４
月
中
旬
に

郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
、
忘
れ
ず
に
受
診

し
て
い
た
だ
き
、
体
調
管
理
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
は
、
今
年
9
月
30
日
ま
で
に
75

歳
に
な
る
方
は
、
順
次
区
よ
り
発
送
さ

れ
ま
す
。

10
月
１
日
以
降
に
75
歳
に
な
る
方
は

現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
者
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

危
険
予
知（
Ｋ
Ｙ
）に
つ
い
て

　
何
時
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
事
故
に
遭
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
危
険
予
知
と
は
、

今
日
は
雨
が
降
っ
て
い
る
か
ら
マ
ン

ホ
ー
ル
の
蓋
で
滑
っ
て
転
ぶ
か
も
し
れ

な
い
等
、
あ
ら
か
じ
め
危
険
な
個
所
を

想
定
し
、
万
が
一
の
事
故
に
普
段
か
ら

注
意
を
払
い
危
険
を
予
知
し
て
、
事
故

を
回
避
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
す
。

　
前
に
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
場
面
や
、
他
の

会
員
さ
ん
の
事
故
事
例
を
参
考
に
し

て
、
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
回
避
で
き
る

か
、
日
頃
か
ら
練
習
し
て
お
く
と
、
事

故
を
回
避
で
き
る
確
率
が
上
が
り
ま
す

の
で
、
是
非
皆
さ
ん
危
険
予
知
を
実
行

し
て
下
さ
い
。
声
に
出
す
と
よ
り
一
層

の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

令
和
5
年
度
自
転
車
賠
償
責
任
保
険
の

取
扱
い
に
つ
い
て

　
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
自
転
車
保
険
の
義
務
化
に
伴
い
、
自

転
車
に
乗
車
す
る
方
で
自
転
車
賠
償
責

任
保
険
に
未
加
入
の
方
に
、
東
京
し
ご

と
財
団
や
東
京
都
が
推
奨
し
て
い
る

「
サ
イ
ク
ル
安
心
保
険
」
を
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。
自
転
車
賠
償
保
険
付
き
の
傷

害
保
険
で
、
プ
ラ
ン
は
6
コ
ー
ス
で
年

間
1
8
7
0
円
〜
7
3
4
0
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
一
度
申
し
込
め
ば
自
動

更
新
さ
れ
、
加
入
忘
れ
が
な
い
保
険
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
保
険
加
入
は
義
務
で
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
お
申
込
み
下
さ
い
。
申
込
書
類

は
本
部
・
荏
原
支
部
・
東
大
井
支
所
・

ゆ
た
か
支
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の

で
、
お
申
込
み
の
際
は
ご
利
用
下
さ
い
。

な
お
、
す
で
に
ご
自
身
で
加
入
し
て
い

る
場
合
は
重
複
し
て
加
入
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
自
転
車
乗
車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
が
４
月
１
日
の
道
路
交
通
法

改
正
に
よ
り
「
努
力
義
務
」
に
な
っ
て

い
ま
す
。
自
転
車
利
用
者
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
と
音
楽
の
出
会
い

　

　
　
　
　
　
　
　
　

荏
原
地
区

　阿
部

　昭
男

会
員
さ
ん
趣
味
の
コ
ー
ナ
ー

小
学
４
年
時
に

中
野
区
上
高
田
小

の
合
唱
部
に
所
属

し
、
日
々
努
力
と

練
習
を
重
ね
た
結

果
、
先
生
か
ら
推

薦
さ
れ
毎
日
新
聞

社
と
N
H
K
が
そ

れ
ぞ
れ
主
催
す
る

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
、
５
・

６
年
と
２
年
連
続
小
学
生
の
部
で

優
勝
し
ま
し
た
。
先
生
や
仲
間
、

P
T
A
の
方
々
に
祝
福
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
や
、
優
勝
旗
、
賞
状
、

メ
ダ
ル
な
ど
が
学
校
に
届
き
、
大
勢

の
関
係
者
が
取
材
や
練
習
時
の
見

学
に
い
ら
し
た
こ
と
を
昨
日
の
よ

う
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
は
楽
器
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

と
ホ
ル
ン
）
を
習
い
、
吹
奏
楽
部
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
経
験
を
積
み
、
ソ

ニ
ー
吹
奏
楽
団
に
て
約
５
年
勉
強

し
退
団
後
は
友
人
４
人
と
ジ
ャ
ズ

バ
ン
ド
を
結
成
。
結
婚
式
や
運
動

会
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど

に
参
加
し
今
日
に
い
た
り
ま
す
。

　
今
は
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
荏
原
音
楽
ク
ラ
ブ
の
部

長
と
し
て
会
員
15
名
と
毎
回
楽
し

く
歌
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

培
っ
て
き
た
経
験
を
活
か
し
、
高

齢
者
の
福
祉
施
設
等
で
の
慰
問
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　
最
後
に
私
の
強
み
は
、
楽
譜
が

読
め
る
こ
と
と
演
歌
の
節
の
き
い

た
歌
い
方
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

只
今
、
荏
原
音
楽
ク
ラ
ブ
の
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
必
ず
歌
え

る
よ
う
に
指
導
い
た
し
ま
す
の
で

入
会
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

連
絡
先  

阿
部
0
8
0（
1
2
2
2
）8
5
8
2

旬
の
な
す
と
小
豆
島
特
産
の
そ

う
め
ん
を
用
い
て
、
唐
辛
子
で
味
を

引
き
立
て
た
家
庭
料
理
で
主
食
に

も
お
か
ず
に
も
最
適
で
す
。
な
す

は
油
と
煮
汁
を
含
ん
で
柔
ら
か
く

ボ
リ
ュ
ー
ム
も
あ
り
、
食
欲
の
な
い

暑
い
夏
に
も
食
べ
や
す
い
で
す
。

　
食
事
を
し
っ
か
り
取
っ
て
暑
い

日
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

●
材
料

な
す
　
　
　
　

１
個

　
そ
う
め
ん
　
　

２
０
０
ｇ

　
し
ょ
う
が
汁

15
ｇ
（
大
さ
じ
１
）

　
油
揚
げ
　
　
　

１
枚

　
薄
口
し
ょ
う
ゆ
　
45
㎖

　
砂
糖
　
　
　
　
　
30
ｇ

　
だ
し
汁
（
い
り
こ
）  

７
０
０
㎖

　
唐
辛
子
　
　
　

１
本

　
油
　
　
　
　
　

少
々

　
ご
ま
油
　
　
　

少
々
　

●
作
り
方

①
な
す
は
縦
８
等
分
に
切
り
斜

め
に
切
り
目
を
入
れ
て
水
に
つ

け
て
ア
ク
抜
き
を
す
る
。

※
冷
凍
の
揚
げ
な
す
を
使
用
す

る
と
切
ら
ず
に
ア
ク
抜
き
の
手

間
も
省
け
て
簡
単

②
唐
辛
子
１
本
の
う
ち
３
分

の
１
を
輪
切
り
に
す
る
（
飾
り

付
け
用
）。

③
油
揚
げ
に
沸
騰
し
た
お
湯

を
か
け
て
油
抜
き
を
し
た
の

ち
、
三
角
の
形
に
切
る
。

④
そ
う
め
ん
は
硬
め
に
ゆ
で

る
。

⑤
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
入
れ
て

水
け
を
取
っ
た
な
す
を
加
え

て
軽
く
炒
め
る
。
こ
こ
に
、油

揚
げ
、唐
辛
子（
３
分
の
２
）、

だ
し
汁
、薄
口
し
ょ
う
ゆ
、砂

糖
を
加
え
て
煮
る
。

※
冷
凍
の
揚
げ
ナ
ス
を
使
用
す

る
場
合
は
炒
め
ず
に
油
揚
げ

等
と
調
味
料
と
一
緒
に
煮
る
。

⑥
煮
立
っ
て
き
た
ら
そ
う
め
ん

を
入
れ
て
ご
ま
油
と
し
ょ
う
が

汁
を
加
え
る
。

※
煮
え
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意

⑦
お
皿
に
盛
り
つ
け
て
輪
切

り
に
し
た
唐
辛
子
を
上
に
飾

る
。
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、
こ
う
な
る
前
の

段
階
で
絶
対
に
無
理
を
し
な
い
で
下
さ

い
。昨

年
度
の
傷
害
事
故
件
数
は
、18
件

で
、そ
の
内
７
件
は
転
倒
に
よ
る
事
故
で

し
た
。
暑
い
と
足
元
へ
の
注
意
も
緩
み

が
ち
に
な
り
ま
す
。
危
険
予
知（
Ｋ
Ｙ
運

動
）を
実
行
し
、つ
ま
先
立
ち
体
操
を
継

続
し
て
、転
倒
し
な
い
体
づ
く
り
を
し

「
事
故
ゼ
ロ
」を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
自
転
車
を
利
用
す
る
方
は
、

必
ず
自
転
車
賠
償
責
任
保
険
に
加
入

し
、
運
転
す
る
時
は
、
十
分
に
周
囲
に

注
意
を
し
て
下
さ
い
。
ほ
ん
の
一
瞬
で

事
故
は
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

年
に
一
回
は
健
康
診
断
を
受
診
し
、
健

康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
品
川
区
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
40
歳
〜
74
歳
の
方
は
、
年
に
一
回

無
料
で
「
国
保
基
本
健
診
」
を
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
期
間
は
令
和
6

年
1
月
末
日
ま
で
で
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
の

方
（
75
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
障
害
の

認
定
を
受
け
た
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

方
）
は
「
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
」
を
年

一
回
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
ち
ら

の
検
診
も
令
和
6
年
1
月
末
日
ま
で
で

す
。
ど
ち
ら
の
受
診
券
も
４
月
中
旬
に

郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
、
忘
れ
ず
に
受
診

し
て
い
た
だ
き
、
体
調
管
理
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
は
、
今
年
9
月
30
日
ま
で
に
75

歳
に
な
る
方
は
、
順
次
区
よ
り
発
送
さ

れ
ま
す
。

10
月
１
日
以
降
に
75
歳
に
な
る
方
は

現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
者
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

危
険
予
知（
Ｋ
Ｙ
）に
つ
い
て

　
何
時
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
事
故
に
遭
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
危
険
予
知
と
は
、

今
日
は
雨
が
降
っ
て
い
る
か
ら
マ
ン

ホ
ー
ル
の
蓋
で
滑
っ
て
転
ぶ
か
も
し
れ

な
い
等
、
あ
ら
か
じ
め
危
険
な
個
所
を

想
定
し
、
万
が
一
の
事
故
に
普
段
か
ら

注
意
を
払
い
危
険
を
予
知
し
て
、
事
故

を
回
避
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
す
。

　
前
に
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
場
面
や
、
他
の

会
員
さ
ん
の
事
故
事
例
を
参
考
に
し

て
、
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
回
避
で
き
る

か
、
日
頃
か
ら
練
習
し
て
お
く
と
、
事

故
を
回
避
で
き
る
確
率
が
上
が
り
ま
す

の
で
、
是
非
皆
さ
ん
危
険
予
知
を
実
行

し
て
下
さ
い
。
声
に
出
す
と
よ
り
一
層

の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

令
和
5
年
度
自
転
車
賠
償
責
任
保
険
の

取
扱
い
に
つ
い
て

　
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
自
転
車
保
険
の
義
務
化
に
伴
い
、
自

転
車
に
乗
車
す
る
方
で
自
転
車
賠
償
責

任
保
険
に
未
加
入
の
方
に
、
東
京
し
ご

と
財
団
や
東
京
都
が
推
奨
し
て
い
る

「
サ
イ
ク
ル
安
心
保
険
」
を
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。
自
転
車
賠
償
保
険
付
き
の
傷

害
保
険
で
、
プ
ラ
ン
は
6
コ
ー
ス
で
年

間
1
8
7
0
円
〜
7
3
4
0
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
一
度
申
し
込
め
ば
自
動

更
新
さ
れ
、
加
入
忘
れ
が
な
い
保
険
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
保
険
加
入
は
義
務
で
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
お
申
込
み
下
さ
い
。
申
込
書
類

は
本
部
・
荏
原
支
部
・
東
大
井
支
所
・

ゆ
た
か
支
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の

で
、
お
申
込
み
の
際
は
ご
利
用
下
さ
い
。

な
お
、
す
で
に
ご
自
身
で
加
入
し
て
い

る
場
合
は
重
複
し
て
加
入
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
自
転
車
乗
車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
が
４
月
１
日
の
道
路
交
通
法

改
正
に
よ
り
「
努
力
義
務
」
に
な
っ
て

い
ま
す
。
自
転
車
利
用
者
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
と
音
楽
の
出
会
い

　

　
　
　
　
　
　
　
　

荏
原
地
区

　阿
部

　昭
男

会
員
さ
ん
趣
味
の
コ
ー
ナ
ー

小
学
４
年
時
に

中
野
区
上
高
田
小

の
合
唱
部
に
所
属

し
、
日
々
努
力
と

練
習
を
重
ね
た
結

果
、
先
生
か
ら
推

薦
さ
れ
毎
日
新
聞

社
と
N
H
K
が
そ

れ
ぞ
れ
主
催
す
る

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
、
５
・

６
年
と
２
年
連
続
小
学
生
の
部
で

優
勝
し
ま
し
た
。
先
生
や
仲
間
、

P
T
A
の
方
々
に
祝
福
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
や
、
優
勝
旗
、
賞
状
、

メ
ダ
ル
な
ど
が
学
校
に
届
き
、
大
勢

の
関
係
者
が
取
材
や
練
習
時
の
見

学
に
い
ら
し
た
こ
と
を
昨
日
の
よ

う
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
は
楽
器
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

と
ホ
ル
ン
）
を
習
い
、
吹
奏
楽
部
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
経
験
を
積
み
、
ソ

ニ
ー
吹
奏
楽
団
に
て
約
５
年
勉
強

し
退
団
後
は
友
人
４
人
と
ジ
ャ
ズ

バ
ン
ド
を
結
成
。
結
婚
式
や
運
動

会
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど

に
参
加
し
今
日
に
い
た
り
ま
す
。

　
今
は
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
荏
原
音
楽
ク
ラ
ブ
の
部

長
と
し
て
会
員
15
名
と
毎
回
楽
し

く
歌
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

培
っ
て
き
た
経
験
を
活
か
し
、
高

齢
者
の
福
祉
施
設
等
で
の
慰
問
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　
最
後
に
私
の
強
み
は
、
楽
譜
が

読
め
る
こ
と
と
演
歌
の
節
の
き
い

た
歌
い
方
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

只
今
、
荏
原
音
楽
ク
ラ
ブ
の
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
必
ず
歌
え

る
よ
う
に
指
導
い
た
し
ま
す
の
で

入
会
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

連
絡
先  

阿
部
0
8
0（
1
2
2
2
）8
5
8
2

旬
の
な
す
と
小
豆
島
特
産
の
そ

う
め
ん
を
用
い
て
、
唐
辛
子
で
味
を

引
き
立
て
た
家
庭
料
理
で
主
食
に

も
お
か
ず
に
も
最
適
で
す
。
な
す

は
油
と
煮
汁
を
含
ん
で
柔
ら
か
く

ボ
リ
ュ
ー
ム
も
あ
り
、
食
欲
の
な
い

暑
い
夏
に
も
食
べ
や
す
い
で
す
。

　
食
事
を
し
っ
か
り
取
っ
て
暑
い

日
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

●
材
料

な
す
　
　
　
　

１
個

　
そ
う
め
ん
　
　

２
０
０
ｇ

　
し
ょ
う
が
汁

15
ｇ
（
大
さ
じ
１
）

　
油
揚
げ
　
　
　

１
枚

　
薄
口
し
ょ
う
ゆ
　
45
㎖

　
砂
糖
　
　
　
　
　
30
ｇ

　
だ
し
汁
（
い
り
こ
）  

７
０
０
㎖

　
唐
辛
子
　
　
　

１
本

　
油
　
　
　
　
　

少
々

　
ご
ま
油
　
　
　

少
々
　

●
作
り
方

①
な
す
は
縦
８
等
分
に
切
り
斜

め
に
切
り
目
を
入
れ
て
水
に
つ

け
て
ア
ク
抜
き
を
す
る
。

※
冷
凍
の
揚
げ
な
す
を
使
用
す

る
と
切
ら
ず
に
ア
ク
抜
き
の
手

間
も
省
け
て
簡
単

②
唐
辛
子
１
本
の
う
ち
３
分

の
１
を
輪
切
り
に
す
る
（
飾
り

付
け
用
）。

③
油
揚
げ
に
沸
騰
し
た
お
湯

を
か
け
て
油
抜
き
を
し
た
の

ち
、
三
角
の
形
に
切
る
。

④
そ
う
め
ん
は
硬
め
に
ゆ
で

る
。

⑤
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
入
れ
て

水
け
を
取
っ
た
な
す
を
加
え

て
軽
く
炒
め
る
。
こ
こ
に
、油

揚
げ
、唐
辛
子（
３
分
の
２
）、

だ
し
汁
、薄
口
し
ょ
う
ゆ
、砂

糖
を
加
え
て
煮
る
。

※
冷
凍
の
揚
げ
ナ
ス
を
使
用
す

る
場
合
は
炒
め
ず
に
油
揚
げ

等
と
調
味
料
と
一
緒
に
煮
る
。

⑥
煮
立
っ
て
き
た
ら
そ
う
め
ん

を
入
れ
て
ご
ま
油
と
し
ょ
う
が

汁
を
加
え
る
。

※
煮
え
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意

⑦
お
皿
に
盛
り
つ
け
て
輪
切

り
に
し
た
唐
辛
子
を
上
に
飾

る
。
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安土の整備をする等、縁の下の力持ちとして活躍しています。

就

業

相

談

仕
事
の
こ
と
や
職
場
の
悩
み
な
ど
、

理
事
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

○
各
日
程
と
も
本
部
・
荏
原
支
部
で
実
施

令
和
5
年
度
夏
期
全
体
会
日
程

　
令
和
５
年
６
月
の
理

事
会
に
お
い
て
、
職
員

の
永
年
勤
続
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。
表
彰
を
受

け
た
の
は
、
荏
原
支
部

主
任
の
北
山
尚
宣（
き
た
や
ま
な
お
の
り
）

氏
で
す
。

　
北
山
主
任
は
平
成
25
年
か
ら
10
年
間
優

秀
な
成
績
で
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も

セ
ン
タ
ー
発
展
の
た
め
に
一
層
尽
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東品川公園弓道場東品川公園弓道場

シルバー

撮影協力：品川区弓道連盟会員の安土整備風景

東品川公園の様子

永
年
勤
続
職
員
表
彰

事
務
局
長
就
任
挨
拶

七
月
七
日
は
七
夕
で
す
が
、七

夕
は
、桃
の
節
句
や
端
午
の
節
句

と
同
じ
五
節
句
の
ひ
と
つ
で
す
。五

節
句
に
は
そ
れ
ぞ
れ
行
事
食
と
い

う
も
の
が
あ
り
、ひ
な
祭
り
に
は
あ

ら
れ
、子
ど
も
の
日
に
は
柏
餅
や
ち

ま
き
な
ど
が
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、七
夕
の
節
句
の
行
事
食
は
何

だ
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
実
は「
そ
う
め
ん
」な
ん
で
す
。

　
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
と
い
う

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、「
索
餅

（
さ
く
べ
い
）」と
い
う
小
麦
粉
の
お

菓
子
を
七
月
七
日
に
食
べ
る
と
無

病
息
災
で
過
ご
せ
る
と
い
う
、中
国

の
伝
説
が
そ
の
由
来
だ
そ
う
で
す
。

索
餅
は
や
が
て
作
り
方
や
形
を
変

え
て「
そ
う
め
ん
」へ
と
変
化
し
ま

し
た
。

　
七
夕
に
そ
う
め
ん
を
食
べ
る
風

習
は
、な
ん
と
平
安
時
代
か
ら
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、全
国
乾

麺
協
同
組
合
連
合
会
は
、昭
和
五

十
七
年
に「
七
月
七
日
は
そ
う
め
ん

の
日
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　
私
は
そ
う
め
ん
好
き
な
の
で
、七

夕
の
行
事
食
が
そ
う
め
ん
で
、七

夕
が「
そ
う
め
ん
の
日
」だ
な
ん
て
、

と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。

（
担
当
理
事
　
渡
邉
み
い
子
）

中
延
地
区
　
　
7
月
17
日
（
月
） 

　
荏
原
第
四
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
集
会
室

八
潮
地
区
　
　
7
月
23
日
（
日
）

　
八
潮
地
域
セ
ン
タ
ー
レ
ク
ホ
ー
ル

荏
原
地
区
　
　
7
月
29
日
（
土
） 

　
荏
原
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
集
会
室

品
川
北
地
区
　
7
月
30
日
（
日
） 

品
川
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
集
会
室

大
崎
地
区
　
　
7
月
30
日
（
日
） 

　
大
崎
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
集
会
室

大
井
西
地
区
　
7
月
30
日
（
日
） 

 

大
井
第
三
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
集
会
室

大
井
東
地
区
　
8
月
5
日
（
土
） 

東
大
井
区
民
集
会
所
第
５
集
会
室

品
川
南
地
区
　
8
月
6
日
（
日
） 

中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

戸
越
地
区
　
　
8
月
23
日
（
水
） 

　
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

大
井
地
区
　
　
8
月
27
日
（
日
） 

　
大
井
第
二
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
集
会
室

令
和
5
年
度
第
１
回
共
助
会
評
議
員
会
を

開
催

　
　5
月
25
日（
木
）

令
和
4
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告

（
左
表
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

承
認

　１
泊
旅
行
に
つ
い
て

令
和
4
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
懸
念
か
ら
実
施
せ
ず
。

令
和
5
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

承
認

科　　目
会費
補助金
寄付金他
収入合計

収入の部 （円）

（円）支出の部

1,053,000
0
16

1,053,016

決算額

　科　　目
管理費
事業費
支出合計
当期収支差額

40,650
1,397,267
1,437,917
△384,901

前期繰越金
次期繰越金

2,513,497
2,128,596

決算額

令和4年度共助会決算報告令和4年度共助会決算報告
共
助
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
令
和
５
年
４
月
１
日

付
で
、
新
た
に
事
務
局

長
に
就
任
し
ま
し
た
、

古
巻
祐
介
（
ふ
る
ま
き

ゆ
う
す
け
）
と
申
し
ま

す
。

　
就
業
に
よ
る
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
、
健
康
維
持
、
社
会
貢
献
な
ど
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
果
た
す
べ
き
役
割

は
と
て
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
支
え
る
事
務
局
の

長
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
の
ま
す
ま
す
の
発

展
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
安
井
裕

彦
前
事
務
局
長
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
本
年
度
の
１
泊
旅
行
●

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移

行
し
、
感
染
状
況
も
落
ち
着
き
を
見
せ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
４
年
ぶ
り
に
実
施
を
前

向
き
に
検
討
し
て
い
ま
す
が
①
旅
行
需
要

の
急
拡
大
や
諸
物
価
高
騰
に
よ
る
旅
費
の

高
騰
②
宿
泊
先
の
確
保
状
況
③
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
今
後
の
状
況
等
を
踏
ま

え
て
９
月
末
に
実
施
可
否
の
最
終
判
断
を

し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　※
実
施
可
能
な
場
合
、
行
先
は
未
定
で

す
が
11
月
12
日
（
日
）〜
13
日
（
月
）
で
募

集
人
員
は
82
名
の
予
定
で
す
。

会員総数
令和5年6月1日現在

1,178名
男

1,025名
女

2,203名

あ
と
が
き

7
月
13
日（
木
）
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

8
月
10
日（
木
）
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

　

9
月
14
日（
木
）
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

担
当
理
事
に
つ
い
て
は
、

7
月
1
日
以
降
に
本
部
・
荏
原
支
部

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。




